


第
一
章
味
覚
の
意
義

第
二
章
味
の
種
類

一
基
本
味

O
O

二
う
ま
味

刀

三
そ
の
他
の
味
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四
狭
義
の
味
覚
･
広
義
の
味
覚

器

第
三
章
味
覚
感
受
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一
閾
値

認

二
順
応
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三
対
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お

四
反
応
時
間

認

五
後
味

盾



六
味
覚
と
唾
液

必

七
味
覚
と
遺
伝

ｙ

八
味
覚
修
飾
物
質

認

九
味
覚
ｾ
ﾝ
ｻ
ｰ

む

第
四
章
味
の
受
容
と
伝
達

一
味
覚
受
容
器
の
構
造

窃

二
味
覚
受
容
器
に
お
け
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情
報
変
換
機
構
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三
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経

醍

四
味
覚
神
経
応
答

必

五
味
覚
情
報
伝
達
機
構

印

第
五
章
味
覚
の
中
枢
機
序

一
味
覚
の
中
枢

認

二
大
脳
皮
質
味
覚
野

砂

三
脳
内
味
覚
情
報
処
理

慰

四
味
覚
系
と
生
理
活
性
物
質

眉

五
味
覚
反
射

氾

六
脳
に
お
け
る
う
ま
味
の
認
知

J



第
六
章
味
覚
の
学
習
と
記
憶

一
新
奇
恐
怖

J

二
味
覚
嫌
悪
学
習

J

三
味
覚
以
外
の
嫌
悪
学
習

昂

四
味
覚
嗜
好
学
習

昂

第
七
章
味
覚
と
食
行
動

一
味
の
好
き
嫌
い

崩

二
味
覚
と
摂
食

謳

三
食
物
の
成
分
と
お
い
し
さ

J

四
味
覚
と
栄
養

上

第
八
章
味
覚
発
達
の
正
常
と
異
常

一
味
覚
の
発
達
と
老
化

]

二
味
覚
発
達
の
神
経
科
学

皿

三
味
覚
障
害

J

座
談
会
味
覚
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
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